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歌
に
残
る
思
い
出

　

広
報
た
は
ら
平
成
17
年
４
月
号
の
歴
史

探
訪
ク
ラ
ブ
で
は
、「
田
原
の
「
ご
当
地
ソ

ン
グ
」
は
、
主
に
踊
り
を
伴
う
民
謡
・
歌

謡
的
な
歌
の
ほ
か
、
町
制
施
行
な
ど
の
記

念
に
制
作
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
」
と
、

「
田
原
音
頭
」
や
「
赤
羽
根
音
頭
」
を
ご

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
高
校
や
小
学
校
の

校
歌
に
著
名
な
文
学
者
や
作
曲
家
が
参
加

し
て
い
る
こ
と
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
。レ
コ
ー

ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
写
真
に
も
太
平
洋
側
の
海

岸
や
三
河
港
大
橋
、
渡
辺
崋
山
銅
像
な
ど

が
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、校
歌
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
の
す
べて
の
学
校
に
校
歌
が

あ
り
ま
す
。
制
定
さ
れ
た
時
期
は
、
早
け

れ
ば
、大
正
時
代
。
新
し
い
も
の
は
、和
地・

堀
切
・
伊
良
湖
小
学
校
が
統
合
さ
れ
た
伊

良
湖
岬
小
学
校
の
校
歌
で
す
。

　

昨
年
11
月
に
、
田
原
市
出
身
の
ジ
ャ
ズ

サ
ッ
ク
ス
奏
者
、
太
田
剣
さ
ん
（
田
原
市
ふ

る
さ
と
大
使
）
に
作
詞
作
曲
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
校
歌
に
は
、
校
区
に
あ
る
シ
ン

ボ
ル
的
な
土
地
の
名
や
自
然
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
伊
良
湖

岬
小
学
校
校
歌
で
は
、
長
年
植
栽
活
動
が

続
け
ら
れ
た
「
は
ま
ゆ
う
」
も
歌
詞
に
入

れ
ら
れ
ま
し
た
。「
潮
騒
」「
荒
波
」
な
ど
、

海
に
関
し
た
言
葉
も
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
６
月
に
渥
美
郷
土

資
料
館
で
開
催
さ
れ
た
企
画
展
「
和
地
・

堀
切
・
伊
良
湖
小
学
校
の
思
い
出
」

で
は
、
三
校
の
校
歌
額
も
展
示
さ
れ
、

閉
校
記
念
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
校
歌
が

載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
閉
校
に
よ
り
、
歌
わ
れ

な
く
な
っ
て
も
、
か
つ
て
の
地
域
の

姿
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
も
の
と
し

て
歌
の
記
録
を
す
る
必
要
が
あ
る

で
し
ょ
う
。

（
鈴
木
）

●（上から）和地小学校・堀切小学校・伊良湖小学校の歌額

●閉校記念パンプレット

●伊良湖岬小学校校歌に登場するはまゆう
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